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１．はじめに 

KEK つくばキャンパスには、SuperKEKB 周回道

路沿いにある搬入棟と補助機械棟に GPS 等の測位

衛星受信機が 7 台設置され、2012 年から現在まで受

信機位置データを取得している。受信機は Leica の

GS10 を使用している [1]。 

これまで使用していた計測データから位置デー

タへの変換ソフトのライセンスが 2023 年時点で切

れていたため、位置データとなっていない計測デー

タが多くある。今回、2015 年以降の計測データをオ

ープンソースプログラムRTKLIBで読み取り可能な

位置データに変換した。 

今回は、施設内の測位衛星受信機 7 台の計測デー

タを RTKLIB によって変換した内容を報告する。 

 

２．使用した施設内衛星受信機と変換ソフト 

  施設内に設置されている測位衛星受信機 GS10 の

写真を図 1、受信機を設置した建屋 7 か所を印した

キャンパス地図を図 2 に記載する。 

受信機から取り出した計測データは読取可能な

形式に変換する必要がある。今回はこれまで使用し

た変換ソフトとは別のRTKLIBを使用した。RTKLIB

はオープンソースのプログラムであり、測位衛星デ

ータの各種解析に必要なプログラム一式が入手可

能である [2]。 

３．データの変換 

３.１ データ取得 

受信機が 1 年で取得する計測データは約 0.3GB

である。受信機データロガー内の保存用 SD カード

容量は 1GB のため、余裕を見て 1 年に 1 度受信機

計測データを回収している。 

一部建屋の受信機ロガーは放射線管理区域内に

設置されているため、SuperKEKB の夏期シャットダ

ウン期間中に建屋 7 か所の受信機 SD カードからデ

ータ回収を行う。 

 
 

 

図１ 建屋上部分の測位衛星受信機 GS10 
   （上：受信機 下：データロガー） 

 
図２ 測位衛星受信機の設置建屋 



３.２ データ変換 

まず、RTKLIB パッケージ内の TEQC により、取

り出し時のバイナリ形式計測データ（.m00）を航法

データ（.nav）と観測データ（.obs）に変換する。TEQC

は UNAVCO にてフリーで公開されているソフトで

あり [3]、RTKLIB パッケージ内にも付属されてい

る。航法データは衛星情報、観測データは受信機情

報が記載されたデータである。 

次に相対測量に使用する最寄りの電子基準点つ

くば 1（茨城県つくば市、国土地理院内）の航法デ

ータと観測データを入手した。こちらは国土地理院

から入手できる [4] 。相対測量は電子基準点の航法、

観測データを使用するため、それらを用いない単独

測量よりも精度が良くなる。 

最後に、RTKLIB パッケージ内の RNX2RTKP を

用いて、受信機データとつくば 1 基準点データとの

相対測量により三次元座標が記載された位置デー

タ（.pos）を作成した。ここで初めて受信機の三次元

位置を読むことができる。 

 

３.３ データ解析 

変換後の位置データの座標値の中にはマルチパ

ス等の通信不良で精度が低い値も混在する。今回は

測位の信頼性を示す数値としてデータ毎に附記さ

れている Ratio 値が 999.9 の測定値を抽出した。ま

た、停電等により意図せずデータが取得できていな

い時期がある。 

作成されたデータは、地心直交座標上での xyz 軸

表記で記載される。地心直交座標とは、地軸を z 軸、

地球中心から赤道と本初子午線の交点までの直線

を x 軸、これら 2 軸と直交する軸を y 軸とした座標

である。[5]。図 3 に地心直交座標の概要図を記載し

た。 

地心直交座標を平面での表記に直した東西、南北、

高低の 3 次元座標（ENU 座標）も作成可能である。

今回は日本で使用される平面直角座標の内、適用区

域に茨城県が含まれる 9 系を用いた [6]。変換は国

土地理院のサイトから行った [7]。図 4 に本州で使

用される平面直角座標の 3~10 系の区分けを記載し

た [6]。色分けされたエリアごとに図 4 に示された

点を原点として、南北を縦軸、東西を横軸として平

面の座標で表記できる。 

 
図 3 地心直交座標 概要図 

 

 

図 4 本州の平面直角座標 3~10 系、[4]より引用 

４．結果 

 図 5 に、各受信機の 2023 年の座標データを平面

直角座標に変換し、東西を x 軸、南北を y 軸とし

てプロットした。図 5 の全体図は原点（0.0）を北

緯 36 度 0 分 0 秒、東経 139 度 50 分 0 秒（千葉県

野田市）として各受信機をプロットしたもので、

その他の図 5(a)~(g)の 7 個の図は受信機データ毎の

平均値からの差をプロットした [8] 。各受信機の

測定点は、実際に受信機を設置した建屋にある。

各受信機に注目すると、いずれの受信機データも

東西に±20mm、南北に±30mm の範囲にあった。 

５．まとめ 

本報告では、RTKLIB による測位衛星受信機

GS10 データの変換と、2023 年の全受信機の位置デ

ータのプロットを行った。 

2023 年のデータを使用した平面座標上での各受

信機位置のプロットから、受信機のデータ受信と

RTKLIB の変換は正しく実行されたと考えられる。

各受信機データは東西に±20mm、南北に±30mm

の範囲にあった。 
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図 5  2023 年の受信機 7 ヶ所の平面直角座標プロット。東西を x 軸、南北を y 軸とした。全体図は平面

直角座標 9 系上に各受信機データをプロットし、(a)～(g)は受信機毎の平均値からの差をプロットした。 


